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4 広号からみた銜在み的山川 S 久さん 
(柏町3了 S ), アサ匕ペンタックス， 



新版 立川七 


市から「立川はがき」第一集が発行された。新名所発搌 
t 同時に/わが町たちかわ J の哀伝にも役立ててもらいた 
いとの願いがこもっている。そこに眯けてゆくカメラマン 
の心意 ft もまた、ジンジョーじゃありませんですッ〇 















1987 . I い I (月 I 回発行) 


圬刊 • えくてびあん-立 J II と S ろう ♦ 立川に生きよう 
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「えくてびあん j で《介をした 

古成典子名 

ドんが、丨 ow 1日に汁なわ n た， 

r ミス東东コンテスト J 

で W 2位となった • 

5ス立川が東京でラン4 

F ンクされるのは中 WI 由龙千さ 


な V 


:拉年ぶ IJ のことだ， 
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北□と南□をむすぶ地下道に、右のよ*5な 
「ら<がき J を見付け*しだ0ここまで本 B 
をいれて描けば、まあ、認めてやつてちよ 
ろしいのではないでしようか、お巡*0さ/^ 
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キチ登場 


新版•立 W 七锛を取 M していて 
:_ガメラマン C お会いすることがで含た 
方メラ を持たせたら 一歩 6 成らない 
「我が逍』を M 歌する 姿#« «* にゆ/ 1 て與やかだ‘ 
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• いよいよ秋が深まり、山肌にも 
みじの色でしよぅか，まつ赤な色 
がいつき Icle えてきました**秋，本 
番です， • 秋といえば「請香の秋/ 
立川にも立川人の本があります。 
「立川飛行塲物語 J 「ボストフ T ミ 
リ I 」「慶の花」「夢はゆめ色」 

など，食 tffi の友にしたい本ばかり 
です◊•立川にこんなすばらしい 
芸術品が有りました、(中面 h 部写 
與)ここ i で描いたら、推が a て 
も，いたずらがきとは a えない， 
世界の中心ニユーョ—クにも•こ 
んな芸術ありました。立川もニユ 
— ml クと 同じレベルか，それと 
t ……6レベルと S えば、立川の 
美人が束 3 K の美入コンテストで， 
第2位に遴ばれた， i 川のレベル 
も拾てたもんじやない■•はいほ 
いと®年雀えくてぴあん。 
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貞如苑だょり 

ベストやカーデガンをまと 
ぅ人たちが少しずつ街をぅめ、 
秋の深まりを®じさせる今日 
このごろ•郊外(:足をのばし， 
敗浪にもいい李節です。セ| 
夕—なんかをちょつ t 小瞄<: 
かかぇ、秋の落ち*いた51分 
を味わいにおこしください。 

■日時 11 IC 21 日出 

午後2時〜4時 
■剌本 tt •具如宝物館をはじ 
めとして映 lil など盛りだくさ 
んの明*がしてございます。 
■立川市民(成人》に限らせ 
て m き^ V 。 

■お中し込 
みは「ぇく 
てびあん • 

コンパ-ーオ 

ン」{本 a を 
手渡して く 
れた人}へク 




秋の彼岸に#済^に行った。 
埦内で線 Sr を充っている小父？ 
んに、 S 塚の場所を辟ねたら「お 
存の横にある古い®地の松の木 
の下にあるよ•」と即座に教えて 
くれた。 

宵塚と聞いただけで、おどろ 
おどろしく想念が込められてい 
るよぅな H がするが'.% ■ 地の中 
にこの塚を兒たときは，菜子も 
供えられていて、血な まぐ さい 
S じはしなかった。 

塚には「首塚 ft 川宫内少補宗 
M 之碑」ヒある"だが，この塚 
の下に何があるのか、#が眠つ 
ているのかは，わからない 。? f 
済みはこのあたりを治めた立 /II 
氏め te 跡に建てられ•その莕提 



寺として迷立されたことから、 
立川氏にゆかりの塚ということ 
だけは確かだ" 

塚の前には梅杉の六つ紋が入 
つた右板がヶつている。この石 
板は立川氏の塞を守った一一枚の 
石胙のうちの一枚だそうだ。 

塚の荊に石板がぁり、その横 
には赤い波岸花か咲いていた U 
<H - H> 

故済^内にある高さ二 nfl ほどの！^ 
赘済寺には♦このはか六面石精な 
どさまざまな文化財がある* 



Jg ヤて新蕪消さん(高松町 2 K 
财於れなにしろ，「多«の索«|」{朝 
子¥に日新 HI 主催》などですでに 

20枚以上が入遒している•この世 
界では相当に々才のぅれてる人。 
今年も「朝の杉林」が毎日斯 W 社 
• K に•休 R ともなれば唷€にかか 
わらず山へゆく，出米れば_のは 
うがいい。ちよつとした晴れ問に 
傑作のチャンスあり。逆光の美学 
を尊ぶベテランぶり： 


• f /^<!佐伯政雄さん{羽衣町 2 r 
斯' $ 時代から山岳部で锻え 
祕 w * l た«脚と自然 s ‘« 力は、今 
少 A 


•手にしてから半 tit 紀の电 IT が流 
れた。大ベテランである。地域の文 
化活觔にも熟をいれ' この lln 23 
日の笛± E 町文化祭にも自佰作を 
用意している。自治会会： 4 T ォ| 
卜の樓飧よりも手勧の 7 ? ft 榷を愛 
用。砂川三番力生れ。 S 士兒町に 
移って五十年たつ*川人ぶリ。 


て：^ 


山川吉久さん(柏町3>”本 
職は盆栽を^:てることで結 


た«*体力がぃる。それにし 




ゃがんでやる a 事が多いから，* 
彩は格好のホビーといぅ。それに 
しても，ご自分の作品が人迸する 
とはユメ考えなかつたそぅだ”盆 
栽の仕車はいっときも眼をはなせ 
ない。それで被写体はどうしても 
手近な%贵写炱になりやすい。今 
回はそれが幸運につながつた。 


日も«えをみせな： r 町内では副 
会長をつとめ、埏脚向きと I 般向 
さのグループを持ち指#にあたつ 
ている。少年の頃には矢川では7 
サビを作つていたといぅ。今日ま 
で佐伯さんのこころには•矢川の 

済流が絶えたことがない。その矢 

川が今回の人選作品となつた。 

a 4紀金沢桊雄さん <s 士兒町4> 

す如私作品のほとんどは風 / Tt 写真 

である。戦争中に々 メラを \ 




ン 1 1 須崎男さん < 宰町 2r 
バウ本格的に撮り始めてから 10 
70 年。斯 » 当時 a •よく 2 人 
で » りに行つた。時が過ぎゆくぅ 
ちに•奥さんといるよりカメラの 
面削をみている時間のはぅが m え 
ていた^*「私は 111* が好きで」と， 
アルパムをめくる須崎さん。その 
中に S 上山がざつしりと•詰まつ 
ていた。々メラは，ロマン • 1 

は体力だ " 



























































































